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い
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
「
私
の
マ
リ
ア
様
」

　
今
年
か
ら
W
e
b
サ
イ
ト
で
開
催

と
な
り
ま
し
た
三
月
の「
J
A
S
H
の

日
」に
は
、た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、ご
視

聴
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
た
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し

て
、六
月
八
日（
土
）に
聖
心
女
子
大

学
構
内
で
第
一
回「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。第
一
部
は
御
聖

堂
で
、懐
か
し
い
校
歌
や
聖
歌
を
ご

一
緒
に
。第
二
部
は
学
食
B
で
、各
同

窓
会
の
バ
ザ
ー
、茶
話
会
、資
料
委
員

会
展
示
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　
二
〇
一
八
年
の
閉
校
以
来
、将
来
検

討
委
員
会
に
て
三
光
会
存
続
の
た
め

に
話
し
合
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
三
光
会
の

活
動
も
縮
小
と
な
り
、二
〇
二
四
年
三

月
末
を
以
っ
て
、休
会
と
な
り
ま
し

た
。今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、J
A
S
H 

W
e
b
サ
イ
ト
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　  （
三
光
会
会
長 

岡 

聖
子
）

日本国内の聖心姉妹校の
フェイスブックページをご存知ですか？
ぜひご覧ください。

学校法人聖心女子学院教育ネットワーク
Sacr ed  He a r t  S i x  S i s t e r  S ch o o l s

https://www.facebook.com/SeishinNetwork 

学校行事など日頃の学校の様子やトピックスを中心に
姉妹校６校の様々な情報を発信しています。
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大学聖堂内のマリア像

開学当時の制服。

〒064-8540 札幌市中央区宮の森 2 条 16 丁目 10－1
TEL ：011-611-9231  FAX：011-612-0980

https://spr-sacred-heart.ed.jp
https://www.facebook/SapporoSeishin/
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2025年度入学試験：初等科1年／初等科5年転入･編入／中等科1年帰国生

多様に、グローバルに、より良く生き抜く。
セカンドステージから
30名4学級となります。
新しいクラスの名前は
「ふじ組」です。

※その他の学年はHPをご覧ください。

初等科・中等科・高等科
SACRED HEART SCHOOL

■JASHボランティア募集
「JASHのつどい」などのイベントの手伝い、翻訳、海外からの会員の案内、通訳（英語・仏語・西語
ほか）など、JASHの活動のお手伝いをしてくださるボランティアを、常時募集しています。

申し込みは、JASH Web サイト
「JASHボランティア募集」よりどうぞ。 

［シリーズ］同窓会活動の場を訪ねて⑥

　創立75周年を迎えた聖心女子大学では、1948年の開
学から10年間ほど、制服は米軍女性将校の軍服の払い
下げ品でした。物資不足の時代、服を買う余裕のない学

生のため、Me r.ブリットは制服の
導入を決定、進駐軍に掛け合って
調達しました。学生は入学前に、山
積みの中古品からサイズの合うも
のを選び、日々着用しました。

お宝写真館
from

資料委員会

聖心女子大学制服
　
大
学
構
内
に
は
マ
リ
ア
様
の
絵
や
マ
リ

ア
像
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、今
回

ご
紹
介
す
る
の
は
大
学
聖
堂
正
面
左
側

の
マ
リ
ア
像
で
す
。足
元
の
ヘ
ビ
は
罪
の

シ
ン
ボ
ル
で
、そ
の
ヘ
ビ
を
踏
み
つ
け
て
い

る
こ
と
で
、聖
母
マ
リ
ア
が
罪
の
汚
れ
か

ら
守
ら
れ
て
い

る
、つ
ま
り
無

原
罪
で
あ
る

こ
と
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。大
学
の
中

心
に
あ
る
こ
の
聖
堂
は
、

在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、卒
業
生
に
と
っ
て
も

心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
お

り
、マ
リ
ア
像
は
い
つ
も
静

か
に
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

会
長 

野
本 

敦
子

（
小
み
48
・
宮
30
）

　私は子供の頃からマリア様にお祈りしてきました。私に
とって校内の素晴らしいMater Admiribilis が一番印象的
なマリア様として思い浮かびます。少女から一人の女性
へと成長し、母となりそして老いてゆく姿が、画家
Sr.Perdraunoの作品に描かれています。若きマリア様は深
く考え込みながら祈り、神の教えを受け入れていました。最
後のMaterは目が上むきで神に向かうような表情に見えま
す。私のマリア様は私に祈ることを教えてくださり、今もなお
私の人生の支えです。ISSH卒業後もノートルダム大学の
有名なマリア様のGrottoでお祈りを続けていました。

会長 Mayling Woo Clements（I’81）

「JASHの日」に掲載の姉妹校同窓
会の活動報告動画は、年末まで閲
覧できます。「JASHのつどい」の詳
細と合わせて、JASH Webサイトを
ご確認ください。JASHインスタグ
ラムからも発信しています
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聖
心
女
子
専
門
学
校

三
光
会
が
休
会

JASH
NEWS

2

聖心ファミリー 姉妹校の輪

宮代会

皆が気付かなくてもいつもひっそりと
側にいて下さるマリア様です

　
聖
心
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
の
扉
を
開

け
る
と
、マ
リ
ア
様
が
迎
え
て
下
さ
い
ま
す
。

保
育
科
生
に
と
っ
て
は
ピ
ア
ノ
の
試
験

や
、保
育
実
習
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

と
て
も
心
強
い
マ
リ
ア
様
で
す
。

　「
聖
心
は
一
つ
の
家
族
で
す
」と
学
生

時
代
に
シ
ス
タ
ー
方
か
ら
教
え
ら
れ
た
言

葉
を
思
い
出
し
、マ
リ
ア
様
が「
お
か
え
り

な
さ
い
」と
あ
た
た
か
く
迎
え
て
下
さ
っ
て

い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。マ
リ

ア
様
の
お
心
の
よ
う

に
広
く
て
強
い
心
で
、

周
り
の
方
々
を
包
み

た
い
と
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

会
長 

岡 

聖
子

（
ド
36
・三
保
24
）

三光会

語学校・
ISSH アラムネ

宮の森の丘から、本校最後の卒業生が
羽ばたいていく年度となりました。お祈りください。

富士山の裾野、『聖心の森』と茶畑に
囲まれた21万坪の静謐なキャンパス。
変わらぬ美しい景色が広がります。
※枕流庵(お茶室)が新しくなりました。

◆5月3日（金）学院祭Come and See Day 開催
◆卒業生向けの最新情報を、
　　　　　小林聖心公式Instagramで公開中！

資料委員会では寄贈
していただける資料を
募集しています。

Mater Admiribilis

University of
Notre Dame Grotto

マリアンホール 大学1号館から見える中庭

Come and See Dayでお会いしましょう

講堂前で見守って下さいます

　大学の南門の階段を上がったところにある白い建物、それが私た
ちの活動の場となっている「宮代会館」です。同窓会館建設は会員
の長年の念願でしたが、大学との話し合いの末ついに実現の運びと
なり、4階建ての建物が完成したのは1977年9月のことでした。事務
室、大小さまざまな大きさの集会室、和室などを備え、お部屋の貸し出
しも行っています。最近では、玄関の
オートロックシステムやWi-f i環境など、
時代の変化に合わせた整備も進んでい
ます。理事会、各セクション理事や福祉
グループの活動、OG会活動、お稽古と
いった様々な宮代会の活動が、ここで
日々活発に行われています。

宮代会館外観 和室　留学生交流会での着物体験

理事会風景

宮代会館

学校法人聖心女子学院

中学校・高等学校
不二聖心女子学院

Fuji　Sacred Heart School
Middle School ＆ High School

再び、学びの世界へ
詳細は公式 WEB サイトをご覧ください。
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山の家の近くのマリア像

事務所前のマリア像

「感ずべき御母」遠景 墓地にあるピエタ像

　
校
内
に
は
、聖
堂
内
の
他
に
マ
リ
ア
像

が
三
体
あ
る
。

・
本
館（
聖
堂
の
あ
る
建
物
）正
面
入
口

扉
を
開
け
る
と
正
面
に
見
え
る「
感

ず
べ
き
御
母
」の
絵

・
学
校
の
裏
手
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
通
り
に
あ

る
ル
ル
ド
の
マ
リ
ア
像

・
聖
堂
裏
墓
地
に
あ
る
ピ
エ
タ
像

　
い
ず
れ
の
マ
リ
ア
像
も
首
を
傾
げ
、伏
し

目
が
ち
の
優
し
い
顔
立
ち
を
し
て
い
る
。

　
私
に
と
っ
て
は
、本
館
の「
感
ず
べ
き
御

母
」の
絵
は
特
別
で
あ
る
。普
段
は
閉
じ

て
い
る
扉
が
開
け
ら
れ
て
い
た
際
に
、奥

で
優
し
く
温
か
い
光
が
当
た
っ
て
い
る
マ

リ
ア
様
を
、聖
堂
前
広
場
か
ら
遠
目
に
見

る
の
が
好
き
だ
っ
た
。よ
り
見
守
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
か
ら
だ
。

会
長 

辰
巳
淳
子（
小
み
55
）

ドゥシェーン会

小林みこころ会

　
札
幌
聖
心
で
一
番
歴
史
の
あ
る
マ
リ

ア
像
は
、長
崎
で
つ
く
ら
れ
、一
九
二
六
年

の
上
海
の
聖
心
女
子
学
院
創
立
の
際

に
上
海
の
修
道
院
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
五
二
年
に
聖
心
会
が
上
海
か
ら
退

去
さ
せ
ら
れ
た
時
に
日
本
に
戻
り
、一
九

六
三
年
の
本
校
創
立
の
折
、札
幌
に
送

ら
れ
ま
し
た
。

砂
利
道
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
揺
ら
れ
着
き

坂
を
登
り
て
シ
ス
タ
ー
の
待
つ
　

玄
関
を
通
り
て
廊
下
つ
き
あ
た
り

朝
日
の
う
ち
に
マ
リ
ア
像
在
り

六
十
年
変
わ
る
こ
と
な
く
佇
み
て
　

生
徒
見
守
り
今
こ
の
時
も

マ
ー
テ
ル
の
絵
が
届
き
し
日

ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
歓
喜
の
光
溢
る
る

正
装
の
白
手
袋
に
白
リ
ボ
ン

白
ユ
リ
捧
ぐ
ユ
リ
の
行
列

　
一
九
六
三
年
最
初
の
種
が
ま
か
れ

て
か
ら
六
十
年
、日
月
の
重
み
と
紡
が

れ
た
想
い
に
心
よ
り
感
謝
を
こ
め
て

祈
り
の
内
に
。

会
長 

大
八
木 

か
ほ
る（
茂
1
・
宮
23
）

茂仁香会

　私が最初にマリア様に触れたのは
幼稚園生の時でした。三月生まれで
年少から通っていた私は物心ついた
時には主の祈りとアヴェマリア様の祈り
は意味を理解しないまま口ずさんでい
ました。不二聖心のマリア様で私が心
惹かれるのは、山の家の近くにある幼
子を抱いたマリア様像です。この像を
見ると何とも表現しようのない懐かしさ
と、再び出会えたような喜びと安心感
を覚えます。それは多分記憶の奥にあ
る、当時の幼稚園にあったマリア像と
重なるのだと思います。

会長 三橋 香（ド29・宮37）

　三光町のマリア像を代表するの
は、ルルドのマリア像です。この像はフ
ランスのルルドの洞窟に出現された聖
母を再現したもので、早逝された16回
生のご遺族によって1933年に寄贈さ
れました。マリア様の祝日には花の冠
を差し上げ、長年に亘り生徒達を見
守っていただいてきました。近年は聖
母戴冠式には小ぶりで移動できるマ
リア像が使われています。この像は普
段は高等科校舎内に在り、ルルドのマ
リア像同様、前を行き交う生徒達を見
守ってくださっています。

会長 村上 直子（み59・宮28） ルルドのマリア像

つるばらのマリア像も

みこころ会

い
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
「
私
の
マ
リ
ア
様
」

　
J
A
S
H
の
存
在
を
、そ
の
活
動

を
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
話
し
合
う
中
で
、

ふ
と
一
本
の
ボ
ト
ル
に
目
が
留
ま
り
、

そ
こ
か
ら
私
達
の
ア
イ
デ
ア
が
溢
れ

出
し
ま
し
た
。

●
常
温
の
飲
み
物
に
適
切

●
空
の
時
に
軽
い

●
カ
バ
ン
に
入
れ
や
す
い
大
き
さ

●
飲
み
口
が
広
く
て
洗
い
や
す
い

●
J
A
S
H
の
ロ
ゴ
が
入
る

●
J
A
S
H
の
フ
ル
ネ
ー
ム
も
入
る

●
W
e
b
サ
イ
ト
に
繋
が
る

　
Q
R
コ
ー
ド
も

●
色
は
、学
年
カ
ラ
ー
や
学
校
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
か
ら
選
ん
だ
全
８

色
を
！

　
小
さ
な
ボ
ト
ル
に
沢
山
の
想
い
が

詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。価
格
も
ワ

ン
コ
イ
ン
で
お
求
め
い
た
だ
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
た
。

　
貴
方
な
ら
ど
の
色
が
お
好
み
で

す
か
？ 

是
非
一
本
お
手
元
に
。

J
A
S
H
グ
ッ
ズ
に

新
し
い
仲
間
が
誕
生

JASH
NEWS
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二
〇
二
三
年
、聖
心
女
子
大
学
は
創
立
七
十
五
周
年
、小
林
聖
心
女
子

学
院
は
創
立
百
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。式
典
等
記
念
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
、学
院
全
体
に
と
っ
て
恵
み
豊
か
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
と
未
来
を
結
ぶ
大
切
な
節
目
を
祝
う
こ
と
で
、過
去
の
道
の
り
に
思
い

を
馳
せ
る
と
と
も
に
、希
望
の
う
ち
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
国
連
第
二
代
総
長
ダ
グ・ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
の
言
葉
が
私
の
心
に
響
い
て
い

ま
す
。「For all that has been–�

anks! To all that shall be–Yes! 

過

去
の
す
べ
て
に 

『
感
謝
！
』 

こ
れ
か
ら
起
こ
る
す
べ
て
に『
は
い
』」多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
だ
過
去
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、今
日
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
て
き
ま
す
。困
難
に
直
面
し
た
時
は
、

そ
の
都
度
そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
、新
し
い
命
へ
と
導
か
れ
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
経
験
を
通
し
て
、こ
の
先
何
が
起
こ
ろ
う
と
も
神
が
共
に
歩
ん
で

く
だ
さ
る
こ
と
を
確
信
し
、未
来
を
引
き
受
け
る
覚
悟
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
日
の
よ
う
な
難
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
の
言
葉
を
胸
に
、

聖
心
の
卒
業
生
と
し
て「A

rtisans of H
ope 

平
和
を
作
り
出
す
人
」と
し

て
生
き
て
い
け
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

聖心会日本管区管区長
シスター

宇野 三惠子
（み54・宮 23）

JASH 名誉会長挨拶

Me�age

　
今
年
度
は「
コ
ロ
ナ
を
超
え
て
」を
標
榜
に
活
発
な
同
窓
会
の
活
動
が
戻
っ

て
来
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。四
年
ぶ
り
の
様
々
な
行
事
は
、以
前
と
同
様

で
は
な
く
新
た
な
形
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。こ
の
姿
勢

こ
そ「C

ourage and C
on�dence

」の
精
神
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。勇
気
を
持
っ
て
一
歩
前
に
進
む
こ
と
、仲
間
を
信
頼
し
て
共
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
、今
ま
で
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
活
動
の
核
心
で
す
。

　
ま
た
十
一
月
に
は
大
学
が
創
立
七
十
五
周
年
、小
林
が
創
立
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。長
き
に
渡
り
多
く
の
同
窓
生
に
と
っ
て
自
分
の
芯
に
な
る

も
の
を
作
っ
て
く
れ
た
場
所
で
す
。ミ
サ
と
式
典
に
参
加
を
し
な
が
ら
、教
育

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
シ
ス
タ
ー
や
先
生
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
私

た
ち
同
窓
生
が
母
校
の
こ
れ
か
ら
に
出
来
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？ 

と
考
え

ま
し
た
。

　
答
え
は
出
ま
せ
ん
。皆
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
母
校
を
応
援
し
て
行
く
の

で
し
ょ
う
。で
は
私
は
？ 

と
い
え
ば
、み
こ
こ
ろ
の
愛
と
は
何
か
？ 

今
の
時
代

に
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
行
く
の
か
？ 

J
A
S
H
の
活
動
の
中
に
い
か
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？ 

そ
れ
ら
を
考
え
つ
つ
、今
は
母
校
が

無
い
同
窓
会
も
含
め
国
内
八
つ
の
同
窓
会
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

次
の一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本聖心同窓会会長

ラウリア 佳子
（み64・宮 33）

JASH 会長挨拶
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■

■
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■

■
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山田 あけみ（＊）
上野 愛子
伊部 規子（＊）
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和田 美紀（＊）
上田 佳代子
大八木 かほる
村上 直子
岡 聖子
Mayling Woo Clements
野本 敦子
三橋 香
辰巳 淳子
竹田 千加子
新美 英理子
小泉 マヤ
吉川 富久子
王 玲華
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（ド29・宮37）
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（＊）＝任期満了による退任JASH役員

2023年度理事会メンバー

各500円。350ml。JASH Webサイトのオンラインショップ
から購入できます

学内で最も歴史のあるマリア像

2024年度 JASH役員
JASH会長
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JASH監事

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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山の家の近くのマリア像

事務所前のマリア像

「感ずべき御母」遠景 墓地にあるピエタ像

　
校
内
に
は
、聖
堂
内
の
他
に
マ
リ
ア
像

が
三
体
あ
る
。

・
本
館（
聖
堂
の
あ
る
建
物
）正
面
入
口

扉
を
開
け
る
と
正
面
に
見
え
る「
感

ず
べ
き
御
母
」の
絵

・
学
校
の
裏
手
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
通
り
に
あ

る
ル
ル
ド
の
マ
リ
ア
像

・
聖
堂
裏
墓
地
に
あ
る
ピ
エ
タ
像

　
い
ず
れ
の
マ
リ
ア
像
も
首
を
傾
げ
、伏
し

目
が
ち
の
優
し
い
顔
立
ち
を
し
て
い
る
。

　
私
に
と
っ
て
は
、本
館
の「
感
ず
べ
き
御

母
」の
絵
は
特
別
で
あ
る
。普
段
は
閉
じ

て
い
る
扉
が
開
け
ら
れ
て
い
た
際
に
、奥

で
優
し
く
温
か
い
光
が
当
た
っ
て
い
る
マ

リ
ア
様
を
、聖
堂
前
広
場
か
ら
遠
目
に
見

る
の
が
好
き
だ
っ
た
。よ
り
見
守
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
か
ら
だ
。

会
長 

辰
巳
淳
子（
小
み
55
）

ドゥシェーン会

小林みこころ会

　
札
幌
聖
心
で
一
番
歴
史
の
あ
る
マ
リ

ア
像
は
、長
崎
で
つ
く
ら
れ
、一
九
二
六
年

の
上
海
の
聖
心
女
子
学
院
創
立
の
際

に
上
海
の
修
道
院
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
五
二
年
に
聖
心
会
が
上
海
か
ら
退

去
さ
せ
ら
れ
た
時
に
日
本
に
戻
り
、一
九

六
三
年
の
本
校
創
立
の
折
、札
幌
に
送

ら
れ
ま
し
た
。

砂
利
道
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
揺
ら
れ
着
き

坂
を
登
り
て
シ
ス
タ
ー
の
待
つ
　

玄
関
を
通
り
て
廊
下
つ
き
あ
た
り

朝
日
の
う
ち
に
マ
リ
ア
像
在
り

六
十
年
変
わ
る
こ
と
な
く
佇
み
て
　

生
徒
見
守
り
今
こ
の
時
も

マ
ー
テ
ル
の
絵
が
届
き
し
日

ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
歓
喜
の
光
溢
る
る

正
装
の
白
手
袋
に
白
リ
ボ
ン

白
ユ
リ
捧
ぐ
ユ
リ
の
行
列

　
一
九
六
三
年
最
初
の
種
が
ま
か
れ

て
か
ら
六
十
年
、日
月
の
重
み
と
紡
が

れ
た
想
い
に
心
よ
り
感
謝
を
こ
め
て

祈
り
の
内
に
。

会
長 

大
八
木 

か
ほ
る（
茂
1
・
宮
23
）

茂仁香会

　私が最初にマリア様に触れたのは
幼稚園生の時でした。三月生まれで
年少から通っていた私は物心ついた
時には主の祈りとアヴェマリア様の祈り
は意味を理解しないまま口ずさんでい
ました。不二聖心のマリア様で私が心
惹かれるのは、山の家の近くにある幼
子を抱いたマリア様像です。この像を
見ると何とも表現しようのない懐かしさ
と、再び出会えたような喜びと安心感
を覚えます。それは多分記憶の奥にあ
る、当時の幼稚園にあったマリア像と
重なるのだと思います。

会長 三橋 香（ド29・宮37）

　三光町のマリア像を代表するの
は、ルルドのマリア像です。この像はフ
ランスのルルドの洞窟に出現された聖
母を再現したもので、早逝された16回
生のご遺族によって1933年に寄贈さ
れました。マリア様の祝日には花の冠
を差し上げ、長年に亘り生徒達を見
守っていただいてきました。近年は聖
母戴冠式には小ぶりで移動できるマ
リア像が使われています。この像は普
段は高等科校舎内に在り、ルルドのマ
リア像同様、前を行き交う生徒達を見
守ってくださっています。

会長 村上 直子（み59・宮28） ルルドのマリア像

つるばらのマリア像も

みこころ会

い
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
「
私
の
マ
リ
ア
様
」

　
J
A
S
H
の
存
在
を
、そ
の
活
動

を
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
話
し
合
う
中
で
、

ふ
と
一
本
の
ボ
ト
ル
に
目
が
留
ま
り
、

そ
こ
か
ら
私
達
の
ア
イ
デ
ア
が
溢
れ

出
し
ま
し
た
。

●
常
温
の
飲
み
物
に
適
切

●
空
の
時
に
軽
い

●
カ
バ
ン
に
入
れ
や
す
い
大
き
さ

●
飲
み
口
が
広
く
て
洗
い
や
す
い

●
J
A
S
H
の
ロ
ゴ
が
入
る

●
J
A
S
H
の
フ
ル
ネ
ー
ム
も
入
る

●
W
e
b
サ
イ
ト
に
繋
が
る

　
Q
R
コ
ー
ド
も

●
色
は
、学
年
カ
ラ
ー
や
学
校
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
か
ら
選
ん
だ
全
８

色
を
！

　
小
さ
な
ボ
ト
ル
に
沢
山
の
想
い
が

詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。価
格
も
ワ

ン
コ
イ
ン
で
お
求
め
い
た
だ
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
た
。

　
貴
方
な
ら
ど
の
色
が
お
好
み
で

す
か
？ 

是
非
一
本
お
手
元
に
。

J
A
S
H
グ
ッ
ズ
に

新
し
い
仲
間
が
誕
生

JASH
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二
〇
二
三
年
、聖
心
女
子
大
学
は
創
立
七
十
五
周
年
、小
林
聖
心
女
子

学
院
は
創
立
百
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。式
典
等
記
念
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
、学
院
全
体
に
と
っ
て
恵
み
豊
か
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
と
未
来
を
結
ぶ
大
切
な
節
目
を
祝
う
こ
と
で
、過
去
の
道
の
り
に
思
い

を
馳
せ
る
と
と
も
に
、希
望
の
う
ち
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
国
連
第
二
代
総
長
ダ
グ・ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
の
言
葉
が
私
の
心
に
響
い
て
い

ま
す
。「For all that has been–�

anks! To all that shall be–Yes! 

過

去
の
す
べ
て
に 

『
感
謝
！
』 

こ
れ
か
ら
起
こ
る
す
べ
て
に『
は
い
』」多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
だ
過
去
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、今
日
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
て
き
ま
す
。困
難
に
直
面
し
た
時
は
、

そ
の
都
度
そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
、新
し
い
命
へ
と
導
か
れ
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
経
験
を
通
し
て
、こ
の
先
何
が
起
こ
ろ
う
と
も
神
が
共
に
歩
ん
で

く
だ
さ
る
こ
と
を
確
信
し
、未
来
を
引
き
受
け
る
覚
悟
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
日
の
よ
う
な
難
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
の
言
葉
を
胸
に
、

聖
心
の
卒
業
生
と
し
て「A

rtisans of H
ope 

平
和
を
作
り
出
す
人
」と
し

て
生
き
て
い
け
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

聖心会日本管区管区長
シスター

宇野 三惠子
（み54・宮 23）

JASH 名誉会長挨拶

Me�age

　
今
年
度
は「
コ
ロ
ナ
を
超
え
て
」を
標
榜
に
活
発
な
同
窓
会
の
活
動
が
戻
っ

て
来
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。四
年
ぶ
り
の
様
々
な
行
事
は
、以
前
と
同
様

で
は
な
く
新
た
な
形
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。こ
の
姿
勢

こ
そ「C

ourage and C
on�dence

」の
精
神
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。勇
気
を
持
っ
て
一
歩
前
に
進
む
こ
と
、仲
間
を
信
頼
し
て
共
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
、今
ま
で
も
今
も
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
活
動
の
核
心
で
す
。

　
ま
た
十
一
月
に
は
大
学
が
創
立
七
十
五
周
年
、小
林
が
創
立
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。長
き
に
渡
り
多
く
の
同
窓
生
に
と
っ
て
自
分
の
芯
に
な
る

も
の
を
作
っ
て
く
れ
た
場
所
で
す
。ミ
サ
と
式
典
に
参
加
を
し
な
が
ら
、教
育

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
シ
ス
タ
ー
や
先
生
方
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
共
に
私

た
ち
同
窓
生
が
母
校
の
こ
れ
か
ら
に
出
来
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？ 

と
考
え

ま
し
た
。

　
答
え
は
出
ま
せ
ん
。皆
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
母
校
を
応
援
し
て
行
く
の

で
し
ょ
う
。で
は
私
は
？ 

と
い
え
ば
、み
こ
こ
ろ
の
愛
と
は
何
か
？ 

今
の
時
代

に
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
行
く
の
か
？ 

J
A
S
H
の
活
動
の
中
に
い
か
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？ 

そ
れ
ら
を
考
え
つ
つ
、今
は
母
校
が

無
い
同
窓
会
も
含
め
国
内
八
つ
の
同
窓
会
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

次
の一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本聖心同窓会会長

ラウリア 佳子
（み64・宮 33）

JASH 会長挨拶
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聖
心
女
子
専
門
学
校

三
光
会
会
長
岡
聖
子（
ド
36
・
三
保
24
）

闇
か
ら
光
へ
と
抜
け
出
る
通
路
の
よ
う
な
場
所
で
し
た

The  beg inn i n g  o f  Our  s tory  

リレー連載
【第2回】
（全4回）

文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
学
校
沿
革
の
記
載
に
よ
る
と
、聖
心
女
子
専
門
学
校
は
、

「
一
九
四
八
年
聖
心
女
子
学
院
高
等
科
に
一
般
教
育
と
英
語
を
二
ヶ
年
で
専
攻
す
る

課
程
と
し
て
英
語
専
攻
科
を
附
設
」し
た
こ
と
か

ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
実
際
に
は
、一
九
四

八
年
三
月
に
は
一
回
生
が
卒
業
し
て
お
り
、英
語

専
攻
科
が
発
足
し
た
経
緯
は
、戦
前
に
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
九
〇
九
年
に
認
可
さ
れ
た「
私
立
聖
心
女
子

学
院
小
学
校
、同
付
属
幼
稚
園
、同
外
国
人
部
」

と
、こ
れ
ら
の
学
校
に
加
え
て
一
九
一
六
年
に
設
置

さ
れ
た「
私
立
聖
心
女
子
学
院
高
等
専
門
学
校
」

が
母
体
と
な
っ
て
、戦
中
の
混
乱
期
と
戦
後
の
学
制

改
革
を
経
て
、聖
心
女
子
学
院（
三
光
町
）、聖
心

女
子
大
学
、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、聖
心

女
子
専
門
学
校
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

な
か
で
も
、聖
心
女
子
専
門
学
校
の
誕
生
に
は
、

一
九
四
三
年
に
聖
心
女
子
学
院
外
国
人
部
の
学
則

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

戦
時
中
に
つ
き
、文
部
省
の
学
校
統
制
が
厳
し
く

な
り
、名
称
も
聖
心
女
子
学
院
芙
蓉
寮
と
な
り
ま

す
。二
〇
一
六
年
発
行
の『
あ
り
が
と
う
英
語
科
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
回
生
の
回
想
に
は
、「
戦
時

中
、芙
蓉
寮
に
は
家
政
科
が
出
来
た
が
、昭
和
一
八

年
入
学
の
一
回
生
と
一
九
年
入
学
の
二
回
生
は
、卒

業
を
待
た
ず
空
襲
激
化
の
た
め
解
散
、戦
後
の
昭

和
二
〇
年
に
英
語
科
が
出
来
、九
月
英
語
科
一
回

生
入
学
、当
時
は
三
年
制
で
あ
っ
た
」と
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。一
九
四
五
年
八
月
終
戦
の
翌
月
に
は
英
語

科（
語
学
部
）が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、戦
時

中
も
英
語
を
学
ぶ
種
火
を
守
り
続
け
た
こ
と
、そ
し

て
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
へ
の
強
い
希
望
と
喜
び
が
う

か
が
え
ま
す
。

戦
災
で
焼
失
し
た
旧
高
等
専
門
学
校
校
舎
跡
に
、

英
語
専
攻
科
専
用
の
木
造
モ
ル
タ
ル
の
校
舎
が
完
成

し
た
の
は
一
九
四
九
年
。そ
れ
ま
で
は「
焼
け
残
っ
た
校

舎
を
互
い
に
譲
り
合
い
、日
替
わ
り
教
室
」で
過
ご
し

（
二
回
生
）、冬
は
足
が
冷
え
な
い
よ
う
に
と
、マ
ザ
ー・

ブ
リ
ッ
ド
が「
小
さ
な
木
切
れ
を
一
人
ひ
と
り
に
下
さ

り
、そ
れ
を
床
の
上
に
お
い
て
そ
の
上
に
足
を
乗
せ
受

講
し
た
」（
一
回
生
）な
ど
、戦
後
草
創
期
の
困
難
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
同
時
に「
専
門
学
校
英
語

科
の
二
年
間
は
、自
分
に
と
っ
て
闇
か
ら
光
へ
と
抜
け

出
る
通
路
の
よ
う
」だ
と
感
じ
て
い
た
卒
業
生
が
大

半
だ
っ
た
と
、設
立
間
も
な
い
こ
ろ
に
教
鞭
を
取
り
、の
ち
に
校
長
も
つ
と
め
ら
れ
た

シ
ス
タ
ー
廣
戸
直
江
が
綴
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

求
め
た
こ
と
が
与
え
ら
れ
る
た
め
に
は
、時
間
が
必
要
で
、忍
耐
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
、

わ
た
し
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
は
い
ま
も
、卒

業
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料
：『
あ
り
が
と
う
英
語
科
|
記
念
誌
|
』（
二
〇
一
六
年
発
行
）

小
林
聖
心
は
、阪
急
今
津
線
小
林
駅
か
ら
や
や
傾
斜
の
強
い
、長
い「
み
こ
こ
ろ

坂
」を
登
っ
た
先
に
あ
る
。沿
道
に
は
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
木
々
と
、敷
地
を
囲
む

高
い
壁
面
。正
門
を
く
ぐ
っ
て
も
ま
だ
校
舎
は
見
え
ず
、最
後
に
右
に
曲
が
っ
た
坂
を

登
り
き
る
と
、正
面
に
ア
ン
ト
ニ
ン・レ
ー
モ
ン
ド
設
計
に
よ
る
中
学
校
校
舎
、右
手
に

小
学
校
校
舎
、そ
し
て
左
手
に
は
、や
や
奥
ま
っ
て
高
木
に
囲
ま
れ
た
塔
の
そ
び
え
た

つ
聖
堂（
本
館
）が
、息
を
き
ら
せ
て
坂
を
登
っ
た
ご
ほ
う
び
み
た
い
に
、突
然
、現
れ

る
。在
校
中
は
季
節
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る
木
々
の
新
緑
や
紅
葉
、満
開
の
桜
な
ど
を

楽
し
む
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、い
ま
と
な
っ
て
は
忘
れ
が
た
い
風
景
で
あ
る
。母
校
を

お
と
ず
れ
る
卒
業
生
は
き
ま
っ
て「
こ
ん
な
坂
を
よ
く
毎
日
登
っ
て
い
た
ね
」と
懐
か

し
く
語
り
合
う
。

兵
庫
県
宝
塚
市
の
高
台
に
あ
る
こ
の
敷
地
に
、学
院
が
移
転
し
て
き
た
の
は
一
九
二

五
年
の
こ
と
だ
。

は
じ
ま
り
と
な
る
学
び
舎
は
一
九
二
三
年
四
月
、稲
畑
喜

久
子
夫
人（
実
業
家
で
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
だ
っ
た
稲
畑

勝
太
郎
氏
の
長
女
）提
供
の
別
荘
に
開
設
し
た
聖
心
会
仮
修

道
院
だ
っ
た
。数
人
の
生
徒
を
集
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

を
開
始
。五
月
に
は
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村（
現
在
の
神
戸
市

灘
区
）に
ド
イ
ツ
人
の
別
荘
を
借
り
受
け
て
、稲
畑
勝
太
郎
、平

生
釟
三
郎
の
両
氏
を
保
証
人
に
、住
吉
聖
心
女
子
学
院
を
設

立
す
る
。こ
れ
が
、小
林
聖
心
の
前
身
で
あ
る
通
称「
住
吉
の
聖

心
」で
あ
る
。初
代
院
長
は
マ
ザ
ー・マ
イ
ヤ
ー
。マ
ザ
ー
が
残
さ

れ
た「B

ig You and sm
all i（I

）」「
自
己
を
押
え
、

相
手
を
思
う
」教
え
は
、時
代
を
超
え
て
小
林
の
生

徒
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

住
吉
の
聖
心
創
立
か
ら
ほ
ど
な
い
同
年
九
月
、

関
東
大
震
災
に
よ
り
三
光
町
聖
心
の
建
物
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
る
。幸
い
休
暇
中
で
生
徒

は
無
事
だ
っ
た
が
、九
州
・
朝
鮮
・
関
西
方
面
の
寄

宿
生
は
こ
の
住
吉
に
預
け
ら
れ
、生
徒
数
が
に
わ

か
に
増
加
。別
荘
の
建
物
だ
け
で
は
収
容
で
き

ず
、敷
地
内
に
バ
ラ
ッ
ク
の
仮
校
舎
を
建
設
し
た
。

ち
な
み
に
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、被
災
し
た
小
林
の
生
徒
を
三
光
町
で
一
時
受

け
入
れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
、今
も
昔
も
、助

け
合
え
る
姉
妹
校
の
あ
る
こ
と
を
心
強
く
思
う
。

小
林
に
移
転
し
た
の
ち
も
、少
人
数
の
私
塾
の
よ

う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
学
院
だ
が
、戦
時
中
は
多
く
の

困
難
が
あ
っ
た
。特
に
連
合
国
側
の
国
籍
を
持
つ

マ
ザ
ー
の
多
く
は
、神
戸
の
ち
長
崎
の
収
容
所
に
送

ら
れ
た
。生
徒
た
ち
も
川
西
航
空
機
製
作
所
で
勤

労
動
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、当
時
の
川
瀬
渡
子
校

長
が
、機
材
を
持
ち
込
み
小
林
を
学
校
工
場
と
し

て
働
け
る
よ
う
尽
力
さ
れ
た
と
い
う
お
話
を
、今

回
、J
A
S
H
役
員
を
通
し
て
う
か
が
っ
た
。川
西

航
空
機
製
作
所
は
爆
撃
で
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
で

「
川
瀬
先
生
の
ご
判
断
が
な
け
れ
ば
、わ
た
し
た

ち
は
生
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」と
、今
年
九
四
歳
に
な
る
卒
業
生
が
お
話
し
く
だ

さ
っ
た
と
い
う
。

百
年
と
い
う
時
代
の
折
々
に
、た
く
さ
ん
の
マ
ザ
ー
、先
生
方
の
、と
き
に
勇
敢
な
愛

情
と
志
に
支
え
ら
れ
、今
日
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
思
う
。

参
考
資
料
：『
小
林
聖
心
女
子
学
院
50
年
史
』（
一
九
七
三
年
発
行
）

姉妹校はじまり物語
最初に蒔かれた小さな種には、大きな希望が託されていました。

姉妹校それぞれの、知ってるようで知らない創立の頃の物語を紹介します。

小
林
聖
心
女
子
学
院

小
林
み
こ
こ
ろ
会
会
長
辰
巳
淳
子（
小
み
55
）

初
代
院
長
マ
ザ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
の
精
神
は
百
年
の
歳
月
を
超
え
て

英語専攻科用として新築された校舎（1949年）卒業式（2回生／1949年）住吉の校舎昭和11年制服

小林に移転後の新校舎。聖堂（現・講堂） 8回生による運動会戦時中、大阪上野芝射的場での射撃訓練 タイピングの授業（1960年）
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光
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岡
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ド
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）
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ヶ
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英
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こ
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い
ま
す
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し
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は
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八
年
三
月
に
は
一
回
生
が
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業
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攻
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が
発
足
し
た
経
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は
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遡
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こ
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ま
す
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、同
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人
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に
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専
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が
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と
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中
の
混
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期
と
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後
の
学
制
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、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
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門
学
校
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

な
か
で
も
、聖
心
女
子
専
門
学
校
の
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に
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に
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が
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た
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ま
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。
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が
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も
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あ
り
が
と
う
英
語
科
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
回
生
の
回
想
に
は
、「
戦
時

中
、芙
蓉
寮
に
は
家
政
科
が
出
来
た
が
、昭
和
一
八

年
入
学
の
一
回
生
と
一
九
年
入
学
の
二
回
生
は
、卒

業
を
待
た
ず
空
襲
激
化
の
た
め
解
散
、戦
後
の
昭

和
二
〇
年
に
英
語
科
が
出
来
、九
月
英
語
科
一
回

生
入
学
、当
時
は
三
年
制
で
あ
っ
た
」と
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。一
九
四
五
年
八
月
終
戦
の
翌
月
に
は
英
語

科（
語
学
部
）が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、戦
時

中
も
英
語
を
学
ぶ
種
火
を
守
り
続
け
た
こ
と
、そ
し

て
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
へ
の
強
い
希
望
と
喜
び
が
う

か
が
え
ま
す
。

戦
災
で
焼
失
し
た
旧
高
等
専
門
学
校
校
舎
跡
に
、

英
語
専
攻
科
専
用
の
木
造
モ
ル
タ
ル
の
校
舎
が
完
成

し
た
の
は
一
九
四
九
年
。そ
れ
ま
で
は「
焼
け
残
っ
た
校

舎
を
互
い
に
譲
り
合
い
、日
替
わ
り
教
室
」で
過
ご
し

（
二
回
生
）、冬
は
足
が
冷
え
な
い
よ
う
に
と
、マ
ザ
ー・

ブ
リ
ッ
ド
が「
小
さ
な
木
切
れ
を
一
人
ひ
と
り
に
下
さ

り
、そ
れ
を
床
の
上
に
お
い
て
そ
の
上
に
足
を
乗
せ
受

講
し
た
」（
一
回
生
）な
ど
、戦
後
草
創
期
の
困
難
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
同
時
に「
専
門
学
校
英
語

科
の
二
年
間
は
、自
分
に
と
っ
て
闇
か
ら
光
へ
と
抜
け

出
る
通
路
の
よ
う
」だ
と
感
じ
て
い
た
卒
業
生
が
大

半
だ
っ
た
と
、設
立
間
も
な
い
こ
ろ
に
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直
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が
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れ
る
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に
は
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が
必
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で
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ば
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こ
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も
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と
の
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を
、
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は
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ま
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と
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と
り
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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は
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今
津
線
小
林
駅
か
ら
や
や
傾
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の
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に
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と
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を
く
ぐ
っ
て
も
ま
だ
校
舎
は
見
え
ず
、最
後
に
右
に
曲
が
っ
た
坂
を

登
り
き
る
と
、正
面
に
ア
ン
ト
ニ
ン・レ
ー
モ
ン
ド
設
計
に
よ
る
中
学
校
校
舎
、右
手
に

小
学
校
校
舎
、そ
し
て
左
手
に
は
、や
や
奥
ま
っ
て
高
木
に
囲
ま
れ
た
塔
の
そ
び
え
た

つ
聖
堂（
本
館
）が
、息
を
き
ら
せ
て
坂
を
登
っ
た
ご
ほ
う
び
み
た
い
に
、突
然
、現
れ

る
。在
校
中
は
季
節
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る
木
々
の
新
緑
や
紅
葉
、満
開
の
桜
な
ど
を

楽
し
む
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、い
ま
と
な
っ
て
は
忘
れ
が
た
い
風
景
で
あ
る
。母
校
を

お
と
ず
れ
る
卒
業
生
は
き
ま
っ
て「
こ
ん
な
坂
を
よ
く
毎
日
登
っ
て
い
た
ね
」と
懐
か

し
く
語
り
合
う
。

兵
庫
県
宝
塚
市
の
高
台
に
あ
る
こ
の
敷
地
に
、学
院
が
移
転
し
て
き
た
の
は
一
九
二

五
年
の
こ
と
だ
。

は
じ
ま
り
と
な
る
学
び
舎
は
一
九
二
三
年
四
月
、稲
畑
喜

久
子
夫
人（
実
業
家
で
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
だ
っ
た
稲
畑

勝
太
郎
氏
の
長
女
）提
供
の
別
荘
に
開
設
し
た
聖
心
会
仮
修

道
院
だ
っ
た
。数
人
の
生
徒
を
集
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

を
開
始
。五
月
に
は
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村（
現
在
の
神
戸
市

灘
区
）に
ド
イ
ツ
人
の
別
荘
を
借
り
受
け
て
、稲
畑
勝
太
郎
、平

生
釟
三
郎
の
両
氏
を
保
証
人
に
、住
吉
聖
心
女
子
学
院
を
設

立
す
る
。こ
れ
が
、小
林
聖
心
の
前
身
で
あ
る
通
称「
住
吉
の
聖

心
」で
あ
る
。初
代
院
長
は
マ
ザ
ー・マ
イ
ヤ
ー
。マ
ザ
ー
が
残
さ

れ
た「B

ig You and sm
all i（I

）」「
自
己
を
押
え
、

相
手
を
思
う
」教
え
は
、時
代
を
超
え
て
小
林
の
生

徒
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

住
吉
の
聖
心
創
立
か
ら
ほ
ど
な
い
同
年
九
月
、

関
東
大
震
災
に
よ
り
三
光
町
聖
心
の
建
物
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
る
。幸
い
休
暇
中
で
生
徒

は
無
事
だ
っ
た
が
、九
州
・
朝
鮮
・
関
西
方
面
の
寄

宿
生
は
こ
の
住
吉
に
預
け
ら
れ
、生
徒
数
が
に
わ

か
に
増
加
。別
荘
の
建
物
だ
け
で
は
収
容
で
き

ず
、敷
地
内
に
バ
ラ
ッ
ク
の
仮
校
舎
を
建
設
し
た
。

ち
な
み
に
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、被
災
し
た
小
林
の
生
徒
を
三
光
町
で
一
時
受

け
入
れ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
、今
も
昔
も
、助

け
合
え
る
姉
妹
校
の
あ
る
こ
と
を
心
強
く
思
う
。

小
林
に
移
転
し
た
の
ち
も
、少
人
数
の
私
塾
の
よ

う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
学
院
だ
が
、戦
時
中
は
多
く
の

困
難
が
あ
っ
た
。特
に
連
合
国
側
の
国
籍
を
持
つ

マ
ザ
ー
の
多
く
は
、神
戸
の
ち
長
崎
の
収
容
所
に
送

ら
れ
た
。生
徒
た
ち
も
川
西
航
空
機
製
作
所
で
勤

労
動
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、当
時
の
川
瀬
渡
子
校

長
が
、機
材
を
持
ち
込
み
小
林
を
学
校
工
場
と
し

て
働
け
る
よ
う
尽
力
さ
れ
た
と
い
う
お
話
を
、今

回
、J
A
S
H
役
員
を
通
し
て
う
か
が
っ
た
。川
西

航
空
機
製
作
所
は
爆
撃
で
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
で

「
川
瀬
先
生
の
ご
判
断
が
な
け
れ
ば
、わ
た
し
た

ち
は
生
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」と
、今
年
九
四
歳
に
な
る
卒
業
生
が
お
話
し
く
だ

さ
っ
た
と
い
う
。

百
年
と
い
う
時
代
の
折
々
に
、た
く
さ
ん
の
マ
ザ
ー
、先
生
方
の
、と
き
に
勇
敢
な
愛

情
と
志
に
支
え
ら
れ
、今
日
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
思
う
。

参
考
資
料
：『
小
林
聖
心
女
子
学
院
50
年
史
』（
一
九
七
三
年
発
行
）

姉妹校はじまり物語
最初に蒔かれた小さな種には、大きな希望が託されていました。

姉妹校それぞれの、知ってるようで知らない創立の頃の物語を紹介します。

小
林
聖
心
女
子
学
院

小
林
み
こ
こ
ろ
会
会
長
辰
巳
淳
子（
小
み
55
）

初
代
院
長
マ
ザ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
の
精
神
は
百
年
の
歳
月
を
超
え
て

英語専攻科用として新築された校舎（1949年）卒業式（2回生／1949年）住吉の校舎昭和11年制服

小林に移転後の新校舎。聖堂（現・講堂） 8回生による運動会戦時中、大阪上野芝射的場での射撃訓練 タイピングの授業（1960年）
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※バラ会は2003年5月に小林みこころ会と合併いたしました。
※ソフィア会より1995年に終身会費を受領いたしました。
※真理茂会は2020年3月末を以って休会といたしました。

2023年度 JASHの活動
日本聖心同窓会 2023年度決算報告書及び2024年度予算（2023年1月1日～12月31日）

一般会計　収入の部

科 　目

42,552,106

100,000
0

650,000
50,000
20,000

1,700,000
300,000
600,000

3,420,000
0
0

5,000
5,000

100,000
100,000

250
0
0

200,250
0
0
0

0
3,625,250

46,177,356

2023年度予算

42,552,106

100,000
0

650,000
50,000
20,000

1,700,000
300,000
600,000

3,420,000
0
0

16,170
16,170

361,380
97,500

246
10,023
36,280

505,429
0
0
0

0
3,941,599

46,493,705

2023年度決算

35,117,013

100,000
0

650,000
50,000
20,000

1,700,000
300,000
600,000

3,420,000
0
0

5,000
5,000

200,000
100,000

250
0
0

300,250
0
0
0

0
3,725,250

38,842,263

2024年度予算

前年度繰越金

当年度収入

当年度収入合計

合　計

合　計

茂仁香会

真理茂会

みこころ会

三光会

語学校ISSHアラムネ

宮代会

ドゥシェーン会

小林みこころ会

小　計

JASHの日

AMASC会長歓迎行事

資料委員会

小　計

JASHグッズ

AMASCバッジ

受取利息

雑収入

寄付金

小　計

JASH基金

AMASC資金

AMASC東京大会基金

小　計

特別会計　収入の部

科 　目 2023年度予算

1,725,119
6,123,157

20,002,451
27,850,727

0
0
0
0

27,850,727

1,725,119
6,123,157

20,002,451
27,850,727

8,274,881
0

170
8,275,051

36,125,778

10,000,000
6,123,157

20,002,621
36,125,778

0
0
0
0

36,125,778

2023年度決算 2024年度予算

JASH基金 

AMASC資金 

AMASC東京大会基金

小　計

会
費
収
入

活
動
収
入

そ
の
他
の
収
入

特
別
会
計
取
崩

前
年
度
末
残
高

JASH基金 

AMASC資金 

AMASC東京大会基金 

小　計

当
年
度
組
入
額

一般会計　支出の部

科 　目 2023年度予算

 
100,014

45,657
15,852
42,077

ー
35,352

129,097
0

81,236
449,285

22,108
25,067

334,982
144,386

0
0
0

43,988
ー

1,146,595
14,700

0
1,731,826

414,700
506,000
920,700

8,274,881
0
0

8,274,881
11,376,692
35,117,013

46,493,705

200,000
50,000
20,000
50,000
80,000

150,000
150,000

50,000
300,000

1,050,000
50,000

100,000
400,000
300,000

0
0
0
0

200,000
1,300,000

30,000
400,000

2,780,000
500,000

0
500,000

0
0
0
0

4,330,000
34,512,263

38,842,263

2023年度決算 2024年度予算

当年度支出

当年度支出合計

次年度繰越金

合　計

合　計

事務費

光熱費

振込手数料

郵送通信費

消耗品費

慶弔交際費

AMASC会費

雑費

Web関連費

小　計

ホスピタリティ委員会

JASH-AMASC委員会

資料委員会

JASH活動費

AMASC活動費

AMASC会長歓迎行事

AMASC大会参加費

JASHの日

JASHのつどい

JASHだより

ボランティア保険

予備費

小　計

JASHグッズ

AMASCバッジ

小　計

JASH基金

AMASC資金

AMASC東京大会基金

小　計

特別会計　支出の部

科 　目 2023年度予算

0
0
0
0

1,725,119
6,123,157

20,002,451
27,850,727

27,850,727

0
0
0
0

10,000,000
6,123,157

20,002,621
36,125,778
36,125,778

0
0
0
0

10,000,000
6,123,157

20,002,621
36,125,778
36,125,778

2023年度決算 2024年度予算

JASH基金

AMASC資金

AMASC東京大会基金

小　計

運
営
費

活
動
費

そ
の
他
の
支
出

特
別
会
計
組
入

当
年
度
取
崩
額

JASH基金

AMASC資金

AMASC東京大会基金

小　計

当
年
度
末
残
高

（単位：円）

以上の通り、報告いたします　　　 　　　　2024年1月 9日　日本聖心同窓会会計　太田　里架　岡森あかね
監査の結果、間違いないものと認めます        2024年2月27日　日本聖心同窓会監事　和田　美紀　上田佳代子

2024年度より、JASHの活動期間や任期に合わせて、決算期を4月1日から翌年3月31日に変更することが、理事会にて承認されました。
（2024年度に限り、2024年1月1日から2025年3月31日といたします）

海外における「日本聖心同窓会（JASH）会員の集い」

※上記以外の地域で活動されている同窓生のグループがありましたら、JASHにご登録ください。
　「JASHだより」やJASH Webサイトで、グループの存在をJASH会員に広くお知らせし、新しく渡航される同窓生との橋渡しをします。
※各地の活動報告は、JASH Webサイトに掲載しています。

アメリカ
合衆国

英国
フランス
ドイツ
オーストラリア

ニューヨーク
サンフランシスコ／ベイエリア

アリゾナ
シカゴ

パリ

シドニー
タイ バンコク

海外「JASH 会員の集い」の所在地　世界各地に日本の聖心同窓生が暮らし、地
域ごとにグループを作って親睦を深め、助け
合っています。その中でも、右記の地域には
「JASH会員の集い」があり、JASHは代表者の
連絡先を管理しています。また、宮代会海外
支部（シンガポール、ワシントン、南カリフォルニ
ア）でもJASH会員が一緒に活動しています。
　海外生活を始める方は、渡航前に、ぜひ
JASHにお問い合わせください。

■役員会
・定例役員会：毎月第2火曜日　全11回（8月以外）

■理事会
・理事会：隔月第3火曜日　全6回（5月・7月・9月・11月・1月・3月）

■学校行事・評議委員会への出席
・記念行事：聖心女子大学創立75周年記念式典（11月4日）
　　　　　　小林聖心女子学院創立100周年記念式典（11月17日）
・卒業式：聖心インターナショナルスクール卒業式（5月26日）
　　　　　聖心女子大学卒業式（2024年3月16日）

■第38回「JASHの日」Webサイト開催
・「JASHの日」について関連記事掲載（2024年3月随時）
・姉妹校同窓会動画配信（2024年3月16日～年末まで予定）

■その他
・新規グッズ「JASHボトル」の制作：9月～販売開始
・JASHグッズ販売：オンライン販売（随時）、バザー等参加時
・古切手：処理随時、スペインへ送付（2024年2月14日）

■情報の発信
・Webサイト・インスタグラムの運営：随時
・JASH紹介動画の貸出：随時
・「JASHだより」33号発行（4月1日）、34号発行準備
・卒業生インタビュー動画公開（JASH-AMASC委員会）：
　2023年11月シリーズ第1弾完結、2024年2月シリーズ第2弾開始

Events

Act iv i t ie s

■姉妹校同窓会行事への参加
・総会：ドゥシェーン会（5月13日）　小林みこころ会（5月27日）
　　　　宮代会（2024年2月24日） ＊茂仁香会・三光会・みこころ会は書面開催のため不参加
・バザー：宮代祭（9月2日）（三光会チャリティーバザーは中止のため不参加）
・追悼ミサ：みこころ会（11月18日）　宮代会（11月21日）
・東京支部同窓会：小林みこころ会東京支部（10月1日）

　若い卒業生の方に同窓会活動を通じ
「聖心スピリット」を繋いでいくことをミッショ
ンに掲げております。卒業生インタビューの
動画配信を開始し、第2回目のゲストに里
親ホームを運営していらっしゃる吉成麻子
さん(み70・宮39)をお訪ねしました。 

JASH-AMASC委員会

委員会活動Act iv i t ie s

動画はJASH Webサイトから閲覧できます

　資料委員会は、卒業生の方々から寄贈さ
れた貴重な資料の記録カードを制作して保
管、同時にデータ化も進めています。また本年
6月の「JASHのつどい」で展示を行います。
　年表『日本国内聖心女子学院の歩み』（冊
子）の頒布も行っておりますので、ご希望の
方はJASHまでお知らせください。

資料委員会

年表はJASHオンラインショップで購入できます

　聖心会IVP＊でメキシコより来日中の方へ
の日本文化体験の依頼があり、ボランティア
による鎌倉案内のアレンジを行いました。
　今回の経験をもとに、来日者対応につい
て手続き方法や記入用紙を見直し、改定
しました。

ホスピタリティ委員会

ボランティア登録を通してご協力をお願いしています

シカゴ（左）、アリゾナ（右）の集い

sgc-hq@sacred-heart.jp

＊国際ボランティアプログラム

AMASCは各国の同窓生から古切手を集め、スペインの同窓
会が古切手市場で換金して、AMASCの活動に役立てていま
す（AMASC Webサイトのニュース欄も参照下さい）。
使用済切手の周囲を5ミリほどを残し、JASH事務室までお送
りください。未使用の切手も歓迎です。

古切手を
集めています！

400,000
ー
ー
ー
ー

150,000
130,000

50,000
300,000

1,030,000
50,000

100,000
400,000
300,000

0
0
0

150,000
ー

1,300,000
30,000

400,000
2,730,000

100,000
506,000
606,000

0
0
0
0

4,366,000
41,811,356

46,177,356
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JASHに関する情報をいち早く
掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

▼ AMASC Web サイトはこちら
jash316 検 索

JASH Web サイト

https://www.jash316.com/

https://www.amasc-sacrecoeur.net

発行日  2024年4月1日

発行所  日本聖心同窓会（JASH）

発行人  ラウリア佳子

編　集  JASH役員

住　所  東京都渋谷区広尾4-3-1　

聖心女子大学 JASH事務室   

F A X  03-3407-0671

制　作  （株）梁プランニング

い
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
「
私
の
マ
リ
ア
様
」

　
今
年
か
ら
W
e
b
サ
イ
ト
で
開
催

と
な
り
ま
し
た
三
月
の「
J
A
S
H
の

日
」に
は
、た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、ご
視

聴
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
た
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
し

て
、六
月
八
日（
土
）に
聖
心
女
子
大

学
構
内
で
第
一
回「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。第
一
部
は
御
聖

堂
で
、懐
か
し
い
校
歌
や
聖
歌
を
ご

一
緒
に
。第
二
部
は
学
食
B
で
、各
同

窓
会
の
バ
ザ
ー
、茶
話
会
、資
料
委
員

会
展
示
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　
二
〇
一
八
年
の
閉
校
以
来
、将
来
検

討
委
員
会
に
て
三
光
会
存
続
の
た
め

に
話
し
合
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
三
光
会
の

活
動
も
縮
小
と
な
り
、二
〇
二
四
年
三

月
末
を
以
っ
て
、休
会
と
な
り
ま
し

た
。今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、J
A
S
H 

W
e
b
サ
イ
ト
に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　  （
三
光
会
会
長 

岡 

聖
子
）

日本国内の聖心姉妹校の
フェイスブックページをご存知ですか？
ぜひご覧ください。

学校法人聖心女子学院教育ネットワーク
Sacr ed  He a r t  S i x  S i s t e r  S ch o o l s

https://www.facebook.com/SeishinNetwork 

学校行事など日頃の学校の様子やトピックスを中心に
姉妹校６校の様々な情報を発信しています。
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「
J
A
S
H
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す

Courage and
confidence!

AMASC 2022-2026

日本聖心同窓会
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大学聖堂内のマリア像

開学当時の制服。

〒064-8540 札幌市中央区宮の森 2 条 16 丁目 10－1
TEL ：011-611-9231  FAX：011-612-0980

https://spr-sacred-heart.ed.jp
https://www.facebook/SapporoSeishin/

URL
FB

2025年度入学試験：初等科1年／初等科5年転入･編入／中等科1年帰国生

多様に、グローバルに、より良く生き抜く。
セカンドステージから
30名4学級となります。
新しいクラスの名前は
「ふじ組」です。

※その他の学年はHPをご覧ください。

初等科・中等科・高等科
SACRED HEART SCHOOL

■JASHボランティア募集
「JASHのつどい」などのイベントの手伝い、翻訳、海外からの会員の案内、通訳（英語・仏語・西語
ほか）など、JASHの活動のお手伝いをしてくださるボランティアを、常時募集しています。

申し込みは、JASH Web サイト
「JASHボランティア募集」よりどうぞ。 

［シリーズ］同窓会活動の場を訪ねて⑥

　創立75周年を迎えた聖心女子大学では、1948年の開
学から10年間ほど、制服は米軍女性将校の軍服の払い
下げ品でした。物資不足の時代、服を買う余裕のない学

生のため、Me r.ブリットは制服の
導入を決定、進駐軍に掛け合って
調達しました。学生は入学前に、山
積みの中古品からサイズの合うも
のを選び、日々着用しました。

お宝写真館
from

資料委員会

聖心女子大学制服
　
大
学
構
内
に
は
マ
リ
ア
様
の
絵
や
マ
リ

ア
像
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、今
回

ご
紹
介
す
る
の
は
大
学
聖
堂
正
面
左
側

の
マ
リ
ア
像
で
す
。足
元
の
ヘ
ビ
は
罪
の

シ
ン
ボ
ル
で
、そ
の
ヘ
ビ
を
踏
み
つ
け
て
い

る
こ
と
で
、聖
母
マ
リ
ア
が
罪
の
汚
れ
か

ら
守
ら
れ
て
い

る
、つ
ま
り
無

原
罪
で
あ
る

こ
と
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。大
学
の
中

心
に
あ
る
こ
の
聖
堂
は
、

在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、卒
業
生
に
と
っ
て
も

心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
お

り
、マ
リ
ア
像
は
い
つ
も
静

か
に
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

会
長 

野
本 

敦
子

（
小
み
48
・
宮
30
）

　私は子供の頃からマリア様にお祈りしてきました。私に
とって校内の素晴らしいMater Admiribilis が一番印象的
なマリア様として思い浮かびます。少女から一人の女性
へと成長し、母となりそして老いてゆく姿が、画家
Sr.Perdraunoの作品に描かれています。若きマリア様は深
く考え込みながら祈り、神の教えを受け入れていました。最
後のMaterは目が上むきで神に向かうような表情に見えま
す。私のマリア様は私に祈ることを教えてくださり、今もなお
私の人生の支えです。ISSH卒業後もノートルダム大学の
有名なマリア様のGrottoでお祈りを続けていました。

会長 Mayling Woo Clements（I’81）

「JASHの日」に掲載の姉妹校同窓
会の活動報告動画は、年末まで閲
覧できます。「JASHのつどい」の詳
細と合わせて、JASH Webサイトを
ご確認ください。JASHインスタグ
ラムからも発信しています

JASH
NEWS

1

聖
心
女
子
専
門
学
校

三
光
会
が
休
会

JASH
NEWS

2

聖心ファミリー 姉妹校の輪

宮代会

皆が気付かなくてもいつもひっそりと
側にいて下さるマリア様です

　
聖
心
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
の
扉
を
開

け
る
と
、マ
リ
ア
様
が
迎
え
て
下
さ
い
ま
す
。

保
育
科
生
に
と
っ
て
は
ピ
ア
ノ
の
試
験

や
、保
育
実
習
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

と
て
も
心
強
い
マ
リ
ア
様
で
す
。

　「
聖
心
は
一
つ
の
家
族
で
す
」と
学
生

時
代
に
シ
ス
タ
ー
方
か
ら
教
え
ら
れ
た
言

葉
を
思
い
出
し
、マ
リ
ア
様
が「
お
か
え
り

な
さ
い
」と
あ
た
た
か
く
迎
え
て
下
さ
っ
て

い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。マ
リ

ア
様
の
お
心
の
よ
う

に
広
く
て
強
い
心
で
、

周
り
の
方
々
を
包
み

た
い
と
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

会
長 

岡 

聖
子

（
ド
36
・三
保
24
）

三光会

語学校・
ISSH アラムネ

宮の森の丘から、本校最後の卒業生が
羽ばたいていく年度となりました。お祈りください。

富士山の裾野、『聖心の森』と茶畑に
囲まれた21万坪の静謐なキャンパス。
変わらぬ美しい景色が広がります。
※枕流庵(お茶室)が新しくなりました。

◆5月3日（金）学院祭Come and See Day 開催
◆卒業生向けの最新情報を、
　　　　　小林聖心公式Instagramで公開中！

資料委員会では寄贈
していただける資料を
募集しています。

Mater Admiribilis

University of
Notre Dame Grotto

マリアンホール 大学1号館から見える中庭

Come and See Dayでお会いしましょう

講堂前で見守って下さいます

　大学の南門の階段を上がったところにある白い建物、それが私た
ちの活動の場となっている「宮代会館」です。同窓会館建設は会員
の長年の念願でしたが、大学との話し合いの末ついに実現の運びと
なり、4階建ての建物が完成したのは1977年9月のことでした。事務
室、大小さまざまな大きさの集会室、和室などを備え、お部屋の貸し出
しも行っています。最近では、玄関の
オートロックシステムやWi-f i環境など、
時代の変化に合わせた整備も進んでい
ます。理事会、各セクション理事や福祉
グループの活動、OG会活動、お稽古と
いった様々な宮代会の活動が、ここで
日々活発に行われています。

宮代会館外観 和室　留学生交流会での着物体験

理事会風景

宮代会館

学校法人聖心女子学院

中学校・高等学校
不二聖心女子学院

Fuji　Sacred Heart School
Middle School ＆ High School

再び、学びの世界へ
詳細は公式 WEB サイトをご覧ください。
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